
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 節分  ３、４、５歳児 

４歳児クラス 懇談会 

２歳児クラス 懇談会 

１歳児クラス 懇談会 

中旬  身体計測 避難訓練 

 

 卒園式   ５歳児 

     お別れ遠足 ３、４、５歳児 

     クラス移動日 

     お別れ会 

中旬   身体計測 避難訓練 

 

今月の予定 ３月の予定 

園だより 

令和８年 ２月 ２日 

目黒区立大岡山保育園園長 

私たち用務は、保育園での業務の中でのちょっとした子どもたちと

の関わりにたくさんの元気をもらっています。 

お昼寝の片付けでは、３、４歳児クラスの子どもたちが自分でやっ

と持ち上げられるくらいの大きさの布団を「はい先生お願いします」

と言って抱えて持ってきてくれます。その一生懸命な姿にキュンとす

ると共に自分でも運べるようになったという成長にも日々感動して

います。  

また掃除、洗濯物干しや修理などをしていると、たくさんの子ども

たちが「先生何してるの」と次々に声をかけてくれます。可愛い子ど

もたちとの楽しいやりとりに癒されています。  

これからも用務として子どもたちが安心安全に保育園生活を送れ

るよう努めてまいります。 

 

用務と子どもたちの関わり 

 0歳児クラスの子どもたちは園庭や散歩から保育園に帰ってくると、毎日事務所に顔を見せてくれます。「お

かえり」と声を掛けると、ただいまというようににっこり笑ったり、顔を見ると外は寒かったのだろうなと感

じさせる表情を見せてくれたりします。「赤い道行ってきたの」と聞くと（うん）というように頷く子もいれば、

来た方を指さして（あっちいってきたんだ）と教えてくれる子もいます。事務所に他のクラスの職員がいると、

誰がいるのか一人ひとり確認し、見知った保育士だと指をさしたり、声を上げたりして挨拶しています。春に

は担任以外の保育士には人見知りして泣いたり、新しい場所に行くたびに不安げな表情を見せたりしていた子

たちも、安心できる大人や場所が増え、活動が広がってきたことを感じます。 

子どもは特定の大人との信頼関係を深めると、そこを安全基地として少しずつ世界を広げていきます。大好

きな大人に（みててね）というように歩き出し、時々振り返って（だいじょうぶ）と確認し、さらに進んでい

くことを繰り返していきます。また、転んだり、嫌なことがあったりするとたちまち安全基地に戻り、十分に

充電してから再び歩き出します。これからも一人ひとりの子どもが保育園で毎日安心してのびやかに過ごすた

めに、保育園が安全基地としての役割を果たしていきたいと思います。 

 2 月も懇談会が続きます。お子さんの成長をともに喜び合う機会といたしたく、お忙しいとは存じますが、

ご参加くださいますようお願い申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「一緒にやろう」 

築山にマットを持ってきて「のってください」と友達を誘う子

がいます。「のりたい」と次々に集まってきてマットはあっとい

う間に満員です。幼児クラスの友達がマット引き遊びをしている

のを見て、自分たちもやりたいと真似ているのです。でもお兄さ

んのように引っ張ってみても、なかなかマットとお友達は進みま

せん。するとれもん組の友達が「やってあげようか」と遊びに加

わりました。おかげでマットはすーっと築山を滑り降り、乗って

いた子どもたちは大喜びです。「もういっかい」「みんな、おりて

くださーい」とマットを皆で築山の頂上に持っていき、先ほど乗

っていた子が今度は引っ張る側にもまわってくれたりします。引

っ張る友達が多くなり、よりスピードが出るようになってさらに

大喜びで、何度も繰り返し楽しみました。お兄さんたちみたいに

やってみたいと、必要な道具を自分で準備して遊び始める意欲い

っぱいの子どもたちです。好きな遊びを楽しみながら、友達と遊

ぶ楽しさを感じ、次に園庭に出た時にも「またやろうよ」と同じ

友達を誘って遊んでいます。 

～子どもたちが夢中になっている遊びを紹介します～ 

 

はじめは紐の巻き方や投げ方がわからなかったり、難し

そうだなと感じたりして４，５人くらいしか挑戦しようと

しなかった紐ゴマですが「やったー、回ったよ」と友達が

大喜びしている姿を見て 1 人、２人と挑戦してみようと

する子が増えていきました。そのような中で、きれいに紐

を巻くところから苦戦して「もう、何回やってもできない

よ」としょんぼりしている子がいました。その姿を見た回

せる子が「はじめはぎゅっと強く巻くよ」「投げるときは

まっすぐだよ」など、わかりやすく教えてくれます。教え

てもらった通りに回してみるとなんとあっという間に回

すことができ、２人で「まわった、まわった」と抱き合っ

て喜んでいました。最近では、たくさんの子が回せるよう

になり毎日「〇回、回ったよ」と嬉しそうに教えてくれま

す。また、コマに紐をひっかけて持ち上げ手の上に乗せた

り、２つ折りにした紐の隙間にコマを入れて滑らせたりと

さらに難しい技に挑戦しています。友達と助け合いながら

難しいことにも挑戦しているぶどう組です。 


